
次世代に環境の恵みを引き継いでいくために

公益財団法人北海道環境財団
(北海道地球温暖化防止活動推進センター)

次世代に環境の恵みを引き継いでいくために

(北海道地球温暖化防止活動推進センタ )
各種温暖化対策事業・取組のご紹介



アウトライン

• 北海道環境財団/北海道地球温暖化防止活動推進センターについて

• 地球温暖化対策事業のご紹介

– 北海道エコ・アクション・ポイント北海道エコ アクション ポイント

– その他

• あさひかわ発！ おうちのEne-Ecoプロジェクト

• うちエコ診断事業

• 国内クレジット どさんCO2・ポート

地球温暖化ふせぎ隊• 地球温暖化ふせぎ隊

• まとめまとめ



公益財団法人北海道環境財団ご紹介

• １９９７年４月設立

※北海道出資による設立

• 現在の活動の柱

環境保全活動の推進・支援– 環境保全活動の推進・支援

– 環境学習の推進・支援

– 温暖化防止活動の推進・支援

１９９７年
北海道環境サポートセンター開設

１９９９年１９９９年
北海道地球温暖化防止活動推進セン
ターに指定

※詳細はパンフレットをご覧下さい。



北海道エコ・アクション・ポイント 事業

環境保全に向けた市民の取り組みを地域活性化につなげたい！

北海道エコ・アクション・ポイント 事業

北海道環境財団 × 下川・美幌・滝上・足寄



北海道エコ・アクション・ポイント事業

• 平成２２～２４年度 道内４町とともに実施

– 平成２２年度は環境省モデル事業として実施（２２年度は帯広市も参加）– 平成２２年度は環境省モデル事業として実施（２２年度は帯広市も参加）

– 平成２３年度以降は自主事業として展開

– 株式会社ジェーシービーが協働

プ ポ– 広く町民の参加を募るべく、簡便・シンプルなポイント制度の設計

– 環境×経済の両立を目指す

平成２４年度 事業対象自治体平成２４年度 事業対象自治体
「下川町」 「美幌町」
「滝上町」 「足寄町」



北海道エコ・アクション・ポイントの仕組み

• 北海道エコ・アクション・ポイント（ＥＡＰ）事業

– 事業対象は『自治体』

ポイ ト付与対象は 環境イ トや 環境配慮行動など– ポイント付与対象は、環境イベントや、環境配慮行動など

– 付与対象やそれらによるＣＯ２削減効果試算について北海道環境財団が支援

事業を実施

自治体
EAP付与イベント

支援・削減量試算

北海道環境財団
・各種支援

必要ツ ル提供

支援 削減量試算

・必要ツール提供
・CO2削減効果試算

・JCBと協働

2010/10/14



北海道エコ・アクション・ポイントの仕組み

• 北海道エコ・アクション・ポイント（ＥＡＰ）事業

– 参加市民を募集。受付は自治体が実施する。

参加する市 はポイ トを 手（ タ プを押印）– 参加する市民はポイントを入手（＝スタンプを押印）

イベント参加
事業を実施

ポイント入手

自治体
EAP付与イベント

支援・削減量試算

市民

ポイント入手

北海道環境財団
・各種支援

必要ツ ル提供

支援 削減量試算

・必要ツール提供
・CO2削減効果試算

・JCBと協働

2010/10/14



北海道エコ・アクション・ポイントの仕組み

• 北海道エコ・アクション・ポイント（ＥＡＰ）事業

– 満点となったスタンプシートは金券として地域商店で利用可能

個店単位 協力 商 会による協力等地域に応 た対応 能– 個店単位での協力、商工会による協力等地域に応じた対応可能

イベント参加
事業を実施

ポイント入手

自治体
EAP付与イベント

支援・削減量試算

市民

ポイント入手

北海道環境財団
・各種支援

必要ツ ル提供

支援 削減量試算

500 円 相 当 の
金券として持参

還元協力店

・必要ツール提供
・CO2削減効果試算

・JCBと協働

2010/10/14

還元協力店



北海道エコ・アクション・ポイントの仕組み

• 北海道エコ・アクション・ポイント（ＥＡＰ）事業

– 受領店は環境財団宛にシート発送、それに応じて建替費用を支払

費 は原資と 自治体よりお支払 ただく– 費用は原資として自治体よりお支払いいただく

– 環境財団より、自治体向け、住民向けに削減効果を報告

イベント参加
事業を実施

ポイント入手

自治体
EAP付与イベント

支援・削減量試算
原資支払

市民

ポイント入手

北海道環境財団
・各種支援

必要ツ ル提供

支援 削減量試算

シートを発送

500 円 相 当 の
金券として持参

還元協力店

・必要ツール提供
・CO2削減効果試算

・JCBと協働
費用お支払い

還元協力店



北海道エコ・アクション・ポイントの仕組み

• 会員登録

●会員登録用紙

登録は 登録用紙に お名前 住所等を記入登録は、登録用紙に、お名前、住所等を記入
いただくことによって実施します。記入と引
き換えにスタンプシートをお渡しします。

2010/10/14



北海道エコ・アクション・ポイントの仕組み

• ＱＲスタンプと押印イメージ

●ＱＲスタンプと押印イメージ

ＱＲコードはイベント毎に異なります。スタドはイ ト毎 異なります。 タ
ンプシートにある20面の押印欄にイベント参
加時に押印されます。

2010/10/14



北海道ＥＡＰの可能性 ①

（１）環境活動実践に一歩踏み出せない層への波及効果

– 家庭部門の取り組み推進は非常に難しいのが現実家庭部門の取り組み推進は非常に難しいのが現実

• 家庭向け取り組みとしては、 “啓発事業”は重要な位置を占める

• 実践層を広げていくための魅力的な事業が必要

金銭価値を有する環境ポイント等のインセンティブ活用は、環境保全活動
への取り組み・実践層をひろげていく可能性がある



北海道ＥＡＰの可能性 ②

（２）幅広い環境配慮型行動への参加を推進

– 各種環境配慮型事業の統一指標としてＥＡＰを導入する各種環境配慮型事業の統 指標としてＥＡＰを導入する

• 「ポイントためる！」という意識を高め、複数事業への参加を促す

・バラバラに実施されている各種事業 ・ＥＡＰを統 指標とし複数事業の参加を促す・バラバラに実施されている各種事業 ・ＥＡＰを統一指標とし複数事業の参加を促す

植林活動 公共交通 出前講座 環境家計簿 植林活動 公共交通 出前講座 環境家計簿



北海道ＥＡＰの可能性 ②

（２）Ｈ２２年度 実施例に見るＥＡＰ付与メニュー（下川 ※一部）

●庭などから発生した木の枝の回収

庭などをお手入れした
際にご不要とな た木

●五味温泉の利用

未利用資源である木く
ずを燃料とする森林バ際にご不要となった木

の枝（剪定枝）の回収
に御協力いただいた方
にポイントを押印

ずを燃料とする森林バ
イオマスボイラーを使
用した「五味温泉」の
利用でポイントを押印にポイントを押印

●環境モデル都市エコツアーへの参加 ●エコハウス美桑（みくわ）での宿泊

環境に配慮した取組み
紹介するエコツアーに
ご参加をしていただい

下川町の木材の活用、
高気密・高断熱を実現
した環境共生型モデルご参加をしていただい

た方にポイントを押印

した環境共生型モデル
への宿泊でポイントを
押印



北海道ＥＡＰの可能性 ③

（３）取り組みの結果からのＣＯ２削減量を定量的に評価・見える化

– ポイントは、個別スタンプ方式とするポイントは、個別スタンプ方式とする

– スタンプは、ＱＲコードを用いる

ドＱＲコード

参加するイベント・行事ごとに異なるＱＲコードを用いることで、
後日取り組みの結果によるCO2削減量の試算をするので
「どのイベントに、何回参加したか」を解析できる「どのイベントに、何回参加したか」を解析できる



北海道ＥＡＰの可能性 ③

（３）取り組みの結果からのＣＯ２削減量を定量的に評価・見える化

A A A A B B C CA A A A

A B B B

B B B B

B B C C

C C C C

D D D D

(A)スタンプ5個（B)スタンプ10個
(C)スタンプ6個（D)スタンプ4個

【ルール】植林1回参加でAスタンプ×５ 【ルール】回数券1回購入でＢスタンプ×５

⇒ 植林参加１回 ⇒ 回数券購入２回

【ルール】講座１回受講でＣスタンプ×３ 【ルール】家計簿キャンペーン参加およびそ

⇒ 植林参加１回 ⇒ 回数券購入２回

【ル ル】講座１回受講でＣスタンプ ３ 【ル ル】家計簿キャン ン参加およびそ
の結果報告でＤスタンプ×４

⇒ 講座参加２回
⇒ キャンペーン参加１回



北海道ＥＡＰの可能性 ③

（３）取り組みの結果からのＣＯ２削減量を定量的に評価・見える化

A A A A B B C CA A A A

A B B B

B B B B

B B C C

C C C C

D D D D

(A)スタンプ5個（B)スタンプ10個
(C)スタンプ6個（D)スタンプ4個

※試算：参加１回で100g-CO2削減効果 ※試算：回数券購入で600g-CO2の削減効果

⇒ １回×100 =100g-CO2 ⇒ ２回×600=1200g-CO2

※試算：参加一回で10グラムg-CO2の削 ※試算：取り組みを通して300g-CO2の削

⇒ １回×100 =100g-CO2 ⇒ ２回×600=1200g-CO2

※試算 参加 回で グラムg の削
減効果

※試算 取り組みを通して g の削
減効果

⇒ ２回×10=20g-CO2 ⇒ １回×300=300g-CO2

以上の和より、削減効果(試算値）は、 1,620g と試算・報告可能！



北海道ＥＡＰの可能性 ④

（４）地域商店の協力のもと、地域活性と環境保全推進を両立

– 満点スタンプカードは、地域商店で利用な地域通貨等と引き換え可能なも満点スタンプカ ドは、地域商店で利用な地域通貨等と引き換え可能なも
のとする

市民の環境保全活動への取り組み結果に応じて、地域商店に流れる

EAP

参加

EAP

還元商品

EAP
EAP付与事業

EAP

創客
地域活性

環境先進
自治体



北海道ＥＡＰの可能性 （４）

（４）Ｈ23年度 実施例に見るポイント交換方法（美幌・滝上）

還元商品

EAP

●美幌町商工会のご協力

ポイント還元はス

●滝上町商工会のご協力

滝上町商工会が満点
マッピーカードへの
500円相当ポイント
のチャージ。スマッ
ピーカードチャージ

シート回収を受け付
け。ポイント還元と
して、地元商店で利
用できる500円相当ピーカードチャージ

対応店舗にて対応
用できる500円相当
の商品券を発行



下川町における事業例

• 下川町に見るポイント付与メニュー例

●庭などから発生した木の枝の回収 ●五味温泉の利用●庭などから発生した木の枝の回収

ご不要となった木の枝（剪
定枝）の回収に御協力いた
だいた方にポイントを押印

●五味温泉の利用

森林バイオマスボイラーを
使用した「五味温泉」の利
用でポイントを押印だいた方にポイントを押印 用でポイントを押印

●公共交通機関の利用 ●エコハウス美桑（みくわ）での宿泊機

調整バスを利用↓町民を対
象としてポイントを押印

（ ）

環境共生型エコハウスへの
宿泊でポイントを押印

●環境モデル都市エコツアーへの参加 ●カーシェアリングへの参加

エコツアーにご参加をして
いただいた方にポイントを
押印

カーシェアリングの利用参
加者にポイントを押印



下川町における事業例

• 下川町に見るポイント付与メニュー例

●電気使用量削減コンテスト ●自転車によるＣＯ２削減コンテスト●電気使用量削減コンテスト

前年同月比で電気使用量を
一定量以上削減した方のポ
イントを押印

●自転車によるＣＯ２削減コンテスト

車利用に換えて自転車利用
に取り組む方にポイントを
押印イントを押印 押印

●地産商品の飲食 ●環境配慮型イベントへの参加●地産商品 飲食

地産地消の取り組み、町外
飲食にための不要な運転削
減でポイントを押印

●環境配慮型イ ト 参加

バイオマスライブ、等環境
配慮型イベントへの参加で
ポイント押印

●地産商品の購入 ●レジ袋の削減

地産商品の購入することで、
ポイントを押印

レジ袋利用を辞退する方に
対してポイントを押印



下川町における事業例

• 削減効果・参加者数などの経緯

– 平成22年度平成22年度

• 募集会員数：500名

• 参加者数：200名（参加率40％）

削減効果：6 4トン CO2• 削減効果：6.4トン-CO2
– 平成23年度

• 募集会員数：600名

• 参加者数：526名（参加率88％）

• 削減効果：21.5トンーCO2
平成24年度（速報値）– 平成24年度（速報値）

• 募集会員数：1000名

• 参加者数：967名（参加率97%）

• 削減効果：試算中 参加者には郵送にて削減効果を報告



下川町における事業例

• 炭素本位制（ICカードを利用したポイント制度）への発展・試行

北海道
EAP

スタンプシートへの
押印

二次元バーコード
スタンプの利用

事業終了時の郵送に
よる報告

下川炭素
本位制度

ICカ ド ポイ トICカードへのポイント
チャージ

ICカードリーダ・
ライタ－の利用

全世帯にある端末上で
適宜配信

H２５年1月10日から3月31日まで、実証試験中！



メディアへの掲載

●10/07/30 北海道新聞 ●10/07/31 十勝毎日新聞 ●12/09/28 北海道新聞

●10/08/23
読売新聞



プ ジ

へらしたあなたにポイントを！

各家庭への省エネアドバイス

あさひかわ発 おうちのEne-Ecoプロジェクト

道内のカーボン・クレジット創出・活用支援

うちエコ診断

国内クレジット どさんCO2（こ）・ポート

道内のカーボン・クレジット創出・活用支援

地球温暖化ふせぎ隊

地球温暖化をテーマとする子供向けプログラム



おうちのEne-Ecoプロジェクト（旭川市補助事業）

北海道の特徴として、全国比で民生家庭部門からの排出量が非常

背景１）求められる民生家庭部門の温暖化対策

北海 特徴 、 民 家庭部門 排 非常
に大きい （2008 年度：道 22.5% vs 国 14.1%）

背景２）高まる関心！背景２）高まる関心！

東日本大震災を契機とする電力・エネルギー需給問題。住民の関心
も高く、節電・省エネへの関心が高い

背景３）見えにくい家庭部門のエネルギー消費の実態

エネルギー構成、気候特性を反映した、
地域のエネルギ 消費の実態はあまり把握できていない地域のエネルギー消費の実態はあまり把握できていない

・家庭において「省エネに取り組むほど得をする」ポイント制度を作る

『減算型』の環境ポイント制度の採用！



おうちのEne-Ecoプロジェクト（旭川市補助事業）

(1)事業参加で環境
(2)省 ネを実践 (2) 取組は不十

おうちのＥｎｅ－Ｅｃｏプロジェクト 省エネの実践と減算型ポイント

ポイントを入手(2)省エネを実践。
エネルギー使
用量削減

(2) 取組は不十
分。エネル
ギー使用量大

POINT

POINT

POINT

POINT

POINT

POINT

POINT

POINT

POINTPOINT

POINT

POINT

※ポイントはWEBの仮想ポイント
※エネルギー使用に応じて減算

(3)毎月エネル
ギー使用量を

(3)毎月エネル
ギー使用量を

POINT POINT POINTPOINT

ギ 使用量を
ＷＥＢで報告

ギ 使用量を
ＷＥＢで報告

(5)１年間の報告の後、手元
に残ったポイントをエコ
アクション・ポイントに！

POINT

POINT

POINT

POINT

POINT

POINT

POINT

POINT

POINTPOINT

POINT

POINT

(4)報告に応じてポイント減算

POINT

POINT

POINT

POINT

POINT

POINT

POINT

POINT

POINTPOINT

POINT

POINT

(4)報告に応じてポイント減算
アクション ポイントに！
様々な商品と交換！

POINT POINT POINTPOINT

※減算されるポイントは「少」

POINT POINT POINTPOINT

※減算されるポイントは「大」

北海道環境財団が旭川市と連携してにて実施。北海道環境財団が旭川市と連携してにて実施。
（株式会社ジェーシービー、旭川NPOサポートセンター、北海道大学との協働）



うちエコ診断事業（環境省委託事業、自治体自主事業）

国では、家庭部門での二酸化炭素排出削減を進めるため、各家庭の排出状況に応
じたアドバイスを行う「環境コンシェルジュ制度」の創設（※平成22年6月閣議決定）を目
指している そ 基盤整備を行うため 各地 地球温暖化防止活動推進センタ

H23年度 H25年度H24年度

指している。その基盤整備を行うため、各地の地球温暖化防止活動推進センター
等が業務を受託し、試行実施している。（市町村が独自に事業展開する事例も有）

H26年度以降

試行実施による
課題の抽出等

環境
コンシェルジュ制度

プレ運用

H23年度 H25年度H24年度

自立運用に向けた
試行実施

（協議会、自治体、
民間実施等）

H26年度以降

制度
運用開始

プレ運用
民間実施等）

下川町

北海道内でのうちエコ診断実施状況
（平成24年度）

旭川市A)北海道環境財団では、5市町
（旭川市、江別市、帯広市、下川
町、富良野市）および地域の団体
と連携し、各地域の状況に合わせ

下川町

富良野市

札幌市

帯広市

と連携し、各地域の状況に合わせ
た診断事業を試行実施。
（合計102件の診断実施）

江別市

B)環境省事業とは別に、札幌市は独自事業として本事業スキームを利用した130件B)環境省事業とは別に、札幌市は独自事業として本事業スキ ムを利用した130件
の診断を実施（「札幌市家庭の省エネ診断事業」として北海道環境財団が受託）



うちエコ診断事業

うちエコ診断とは…

認定を受けた「うちエコ診断員」 が、「うちエコ診断ソフト」 を使用認定を受けた「うちエコ診断員」 が、「うちエコ診断ソフト」 を使用
しながら、家庭のエネルギー消費を「見える化」し、各家庭のライフスタ
イルに応じたＣＯ２削減・省エネの有効策をアドバイスするもの。
（各家庭から提供を受けた光熱費、家電や設備の使用実態やライフスタイ

診断のイメージ

（各家庭から提供を受けた光熱費、家電や設備 使用実態やライフスタイ
ル等のデータに基づき、約40分～50分かけて診断を行う。）

STEP1 STEP2 STEP3

診断のイメ ジ

家庭のCO2排出状況を
平均的な家庭と比較し

分野別にCO2 削減行動を
提案 また 行動を実行

どこから、どれだけCO2

が排出されているかを分平均的な家庭と比較し
ます

提案。また、行動を実行
した際の削減量の目安を
提示します

が排出されているかを分
野別に「見える化」しま
す（左側：受信者、右側：診断員）



うちエコ診断事業

受診者の反応例（H24 受診後満足度調査結果の一部 回答数:102件）

(A) 診断を受けた結果、うちエコ診断のイメージはどのようになりましたか？

9割以上の方が、

省エネに役立つ
と回答

29人 63人

26人

4人

34人 29人 6人

信頼できる

手間がかかる

とてもそう思う そう思う どちらとも言えない

あまりそう思わない そう思わない 無回答

50人

17人

29人

50人

52人

63人

26人

4人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

省エネに役立つ

楽しい

信頼できる

あまり勧め
勧めたくな

い0人(0%) 無回答

(C ) うちエコ診断を知人等に勧めたいと思いますか？

できそうに 無回答

1人(1%)

(B ) 今回の提案は、あなたがご家庭で取り組むのに、
実施できそうな提案になっていますか？

積極的に勧

めたい

18人(17%)どちらとも

いえない

あまり勧め

たくない

0人(0%)

い0人(0%) 無回答

3人(3%)
必ず実施で

きそう

12人(12%)

どちらとも

いえない

あまりでき

そうにない

0人(0%)

ない

0人(0%)

1人(1%)

勧めたい

14人(52%)

いえない

18人(18%)

7割の方が、

他人にも勧めたい

おそらく実

施できる

78人(76%)

いえない

11人(11%)

8割の方が、

提案を実施できる
他人にも勧めたい
と回答

( )

と回答



北海道産クレジットの集約・提供・活用の仕組み
（どさんCO2（こ）・ポート）

クレジット 北海道発のクレジット推進機能

公益財団法人北海道環境財団
（どさんＣｏ２（こ）・ポート運営）

①東日本大震災復興支援型
国内クレジット活用スキーム

クレジット

売り手
（クレジット創出先）

②CSR等

クレジット
（大口化等）

北海道発のクレジット推進機能

・小口の案件を大口化・商品化し、提供
・売り手、買い手のＰＲ（見える化）
・地域での需要の創出・活用 等

自治体
農林水産団体
中小企業 等

②CSR等
・金融機関
・オフセットプロバイダー
・商社 等

資 金 クレジット

クレジット

＜自治体案件取扱一例＞
★上富良野町
★黒松内町
★芽室町
★札幌市
★伊達市

クレジット

資 金

資 金

★伊達市
★南富良野町
★帯広市
★旭川市
★羽幌町
★士幌町

小口のクレジットを集約

③オフセット事業
・イベント
・企業等の活動 等

クレジット

資 金

★士幌町
★士別市 ・・・・・・・・等々

2012年度は、どさんこポートから約5,000t-CO2を提供



クレジットの創出から提供・活用をサポート

・北海道各地でのクレジット創出サポート（※１）

≫申請書、事業計画書等作成のサポート
≫補助金申請サポート

上富良野町

南富良野町

羽幌町 士別市

旭川市
≫補助金申請サポ ト
≫クレジット関連情報提供
≫CO2排出量簡易算出
≫設備投資後のエネルギー使用量等の算出

※１ 内容によ ては対応出来ない場合があります

伊達市

札幌市
南富良野町

松内
士幌町

※１ 内容によっては対応出来ない場合があります。
帯広市黒松内町

芽室町

市町村創出のクレジット提供をサポート 市町村のクレジット活用をサポート市町村創出のクレジット提供をサポ ト

市町村のクレジット

提
供

市町村のクレジット活用をサポ ト

北海道産クレジット

提
供

帯広信用金庫

・CO2排出量算定
・クレジット提供
・広報・ＰＲ 等

帯広信用金庫
本支店の営業車両使用にともない排出されるCO2をオフセット

ミュンヘン・クリスマス市
市町村が主体で実施するイベント等のオフセット



北海道環境サポートセンター

• 札幌駅南口正面ビルの４階
開館時間：１０：００ １８：００• 開館時間：１０：００～１８：００

• 休館日： 土・日曜日、祝日、年末年始
• 札幌駅地下道直結
• 住所：札幌市中央区北４条西４丁目伊藤・加藤ビル４階• 住所：札幌市中央区北４条西４丁目伊藤・加藤ビル４階
• クレジット等に関する情報入手や各種相談対応（無料）

etc
～どなたでも自由にご利用いただける施設です～どなたでも自由にご利用いただける施設です

33



地球温暖化ふせぎ隊

温暖化防止をテーマとする環境教育事業。身近な生活環境の中での取り組みを広
げていくことを目指し、以下の事業を実践。

● 温暖化防止をテーマとするプログラム（ゲーム等）の企画・資材制作
● 北海道内の学校・施設・各種イベントなどでのプログラムの実施
● 実施 タ 育成 プ グ ム資材 貸出 デ タ 提供など 実施● 実施スタッフの育成、プログラム資材の貸出、データの提供などの実施
● 温暖化防止をテーマとした学習に係る相談への対応



地球温暖化ふせぎ隊

• 自治体と協働のうえ、様々な環境教育事業を実施。

学校の授業やイベント 児童会館 商業施・学校の授業やイベント、児童会館、商業施
設等、現在、年間で30～40件程の活動

・プログラムの貸出や講習会については年間
下川町

・プログラムの貸出や講習会については年間
15件程 の利用実績

・市町村（行政）が行う環境学習事業 人材

江別市

千歳市

市町村（行政）が行う環境学習事業、人材
育成事業等の受託、協働により、地球温暖
化防止をテーマとする学習プログラムの企
画・実施、事業コーディネイト等を実施

釧路市
帯広市

室蘭市

実施市町村例画 実施、事業コ ディネイト等を実施 実施市町村例

～これまでの受託事業（抜粋）～
【環境学習事業】 【人材育成事業】【環境学習事業】

・千歳市こども環境教室実施業務
・室蘭市環境月間啓発事業
・美深町環境教室実施業務

【人材育成事業】
・江別市夏休み出前環境学校業務
・千歳市こども環境教室アドバイザー業務
・江別市出前環境学校スタッフ養成コーディネーター業務



事業についての詳細お問い合わせ

• エコ・アクション・ポイント／Ene-Ecoプロジェクト

情報・調査課 安保（あんぽ） ampo@heco-spc or jp情報・調査課 安保（あんぽ） ampo@heco-spc.or.jp

• うちエコ診断

企画事業課 松本 t t h j企画事業課 松本 matsumoto@heco-spc.or.jp

• 国内クレジット どさんCO2（こ）・ポート

環境教育推進課 谷村 tanimura@heco-spc.or.jp

• 地球温暖化ふせぎ隊地球温暖化ふせぎ隊

環境教育推進課 山本 yamamoto@heco-spc.or.jp

北海道環境サポートセンターでは、随時ご相談・お問い合わせをお
受けしています。（tel 011-218-7881 fax 011-218-7882）



ご清聴ありがとうございました。


